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  （単位：千円） 
環 境 局 予 算 要 求 の 内 容 

事 業 名 事 業 概 要 成 果 目 標 要 求 額 
検討が必要な事項 

京・環境共生地域

施設補助事業 
 
 

＜環境局＞

 地域における公共的な社会福祉施設等を対象に，

太陽光発電や太陽熱温水器の設置等の自然エネルギ

ーの利用，更には，燃料電池，コージェネレーション

などの幅広い新エネルギーの利用に対する助成制度

を創設する。 

公共的な施設への自然エネル

ギーや新エネルギーの導入を

促進し，京都市地球温暖化対策

条例で掲げた温室効果ガス

10％削減の目標達成を目指す。 

20,000
□公民等役割分担の検討 
□既存施策との整合性検討 
■事業内容・実施手法の精査 
□後年度財政負担の精査 

アイドリング・スト

ップ車購入助成事業 
 
 

＜環境局＞

 アイドリング・ストップの普及を促進するため，

市民ユーザーに対する車両購入助成を行い，その効果

を幅広く実感してもらうことにより，将来の「市民版

エコドライブ推進者認定制度」の創設につなげる。 

市民・事業者の環境に配慮し

た運転の習慣や意識の向上を

図り，自動車からの温室効果

ガス排出量の削減に寄与する。 

2,500
□公民等役割分担の検討 
□既存施策との整合性検討 
■事業内容・実施手法の精査 
□後年度財政負担の精査 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 




